
学校に活力を与える！

採用ステージ
(１年目)

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ
（２～４年目）

教育活動を推進する！

充実ステージ
（５～９年目）

中心的な役割を果たす！

発展ステージ
（10～17年目）

全校的な視点から学校を支える！

指導ステージ
（18年目以降）

○教育活動に関する基礎的・基本的
な知識・技能等を生かして、児童生徒
等の実態等を踏まえた教育活動を実
践することができる。

○教育活動に関する知識・技能等を
生かして、児童生徒等の実態等に応
じた教育活動を実践することができ
る。

○教育活動に関する知識・技能等を
充実させ、創意工夫を生かした教育
活動を実践･推進することができる。

○自らの経験や強み等を生かして、
学校全体の状況や地域の実態等を踏
まえた教育活動を効果的に推進する
ことができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、教育活動を
より効果的・効率的に推進することが
できる。

○沖縄県の教員としての自覚を持ち、
チームとしての学校の一員として、他
の教職員に積極的に指導・助言を求
めながら、連携・協働体制のもとで、
担当する校務に取り組むことができ
る。

○チームとしての学校の一員として、
他の教職員と連携・協働しながら、担
当する校務を担うことができる。

○経験の浅い教職員に積極的に関わ
る等、同僚性の向上や連携・協働の充
実を図り、連携・協働体制の構築を推
進することができる。

○学年や分掌等の連携・協働体制に
おいて、中心的な役割を果たし、他の
教職員に指導・助言をすることができ
る。

○全校的な視点から、チームとしての
学校の連携・協働体制を支え、他の教
職員を適切に支援・育成することがで
きる。

ス
テ
ー
ジ
像

沖縄県公立学校教員等育成指標

教
職
を
支
え
る
力

倫理観・使命感・責任感

○教育公務員として、子供たちの成長を担う尊い使命を県民から託されていることを自覚し、より高い倫理観
と強い使命感、責任感を持って行動することができる。

教育的愛情・人権意識

○先生として、日々、子供たちと向き合い、その成長に大きな影響を与える存在として、真の教育的愛情及び
高い人権意識を持って子供たちと関わることができる。

豊かな人間性・学び続ける力

○教師として、今を生き、未来を拓く子供たちを導くために、自らの感性を高め、豊かな人間性を養い、高度専
門職業人として、学び続けることができる。
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学校に活力を与える！

採用ステージ
(１年目)

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ
（２～４年目）

教育活動を推進する！

充実ステージ
（５～９年目）

中心的な役割を果たす！

発展ステージ
（10～17年目）

全校的な視点から学校を支える！

指導ステージ
（18年目以降）

○学校の教育活動全体を通じて、
人権を尊重する教育の推進が求
められていることを理解している。
○個人の尊厳をはじめ、自他の人
権を尊重することの意義や必要性
を認識し、それを守ろうとする意
識、意欲、態度を身に付けてい
る。
○様々な人権課題について基礎
的知識を持ち、偏見や差別につな
がる情報を見抜く力を身に付けて
いる。

○児童生徒一人一人を尊重し、
豊かな人間関係を築くとともに、
児童生徒の気持ちや願いを理解
した上で、適切な指導ができる。
○人権尊重の視点や理念を基に
した学級経営や生徒指導の意義
を理解し、偏見や差別につながる
情報を見抜けるよう児童生徒へ
適切な指導ができる。

○児童生徒の実態等に応じて学
校の課題を把握し、知識や経験、
技術等を踏まえた創意工夫のも
と、課題解決に向けた取組を進め
ることができる。
○人権尊重の教育を推進するた
めに、校内の連携・協働体制の構
築に努め、他の教職員に助言する
ことができる。

○特別支援教育の理解、特別な
配慮や支援を必要とする児童生
徒の特性等について理解してい
る。
○柔軟で多様な学びの場とその
指導の在り方についての重要性
を理解している。

○特別支援教育の動向や特別な
配慮を必要とする児童生徒の特
性等を理解し、教育的ニーズに対
応できる。
○学びのユニバーサルデザインや
合理的配慮の提供を前提とする
学級経営・授業づくりをすすめる
ことができる。

○様々な背景のある多様な児童
生徒等の教育的ニーズ等に的確
に対応することができる。
○学校における特別な配慮を必
要とする児童生徒の特性等につ
いて深く理解し、個々のニーズに
応じた具体的な支援内容・支援体
制の構築を進めることができる。

○教職員の専門性を生かしなが
ら、多様な個別の支援を必要とす
る児童生徒等の教育的ニーズに
学校全体の視点で組織的・継続
的に指導することができる。
○校内及び関係機関との支援体
制を整備し、柔軟で多様な教育を
推進することができる。

○多様な支援を必要とする児童
生徒等の課題解決に向けて、指
導力を発揮することができる。
○管理職と連携・協働して組織的
な指導や支援体制を整備し、他の
教職員からの相談にも助言等を
することができる。

人権を尊重する教育の推進

○人権教育に関わる学校の課題を把握し、課題解決に向けた企画・
推進等において中心的役割を果たすことができる。
○地域・関係諸機関と連携して、人権を尊重する教育を推進し、他の
教職員と連携・協働するとともに、適切に指導・助言することができ
る。

特別な配慮や支援を必要とする児童生徒等への対応

進めるという趣旨で設定するものである。

〈 備 考 〉
　〇「人権を尊重する教育の推進」については、「児童の権利に関する条約」や「沖縄県子どもの権利を尊重し虐待から守る社会づくり条例」等を参照すること

　〇「特別な配慮や支援を必要とする児童生徒等への対応」については、「障害」の有無にかかわらず「全ての児童生徒」を対象とし、多様な児童生徒の理解を

人
権
尊
重
を
礎
と
す
る
多
様
な
児
童
生
徒
の
理
解

が望ましい。
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学校に活力を与える！

採用ステージ
(１年目)

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ
（２～４年目）

教育活動を推進する！

充実ステージ
（５～９年目）

中心的な役割を果たす！

発展ステージ
（10～17年目）

全校的な視点から学校を支える！

指導ステージ
（18年目以降）

○学習指導要領を踏まえた指導計画
を立てることができる。
○教材研究の意義を理解し、丁寧な
教材研究を行うことができる。
○教材の提示方法や指導形態、評価
規準の設定等の学習指導に関する基
礎的・基本的な知識・技能等を生かし
て、児童生徒等の実態等を踏まえた
指導計画を立てることができる。

○学習指導要領や沖縄県のめざす授
業像を自らの指導実践と関連付けた
指導計画を立てることができる。
○教材研究を丁寧に行い、学習指導
に関する知識・技能等を生かして、児
童生徒等の実態等に応じた指導計画
を立てることができる。

○教材研究を充実させ、創意工夫を
生かして、個に応じた指導の充実を図
る適切な指導計画を立てることがで
きる。
○経験の浅い教員に積極的に関わる
等、他の教員と連携・協働して、系統
的・体系的な指導計画を立てることが
できる。

○これまでの教材研究や授業研究の
成果等を生かして、個に応じた指導の
充実を図り、学校全体の状況や地域
の実態等を踏まえた効果的な指導計
画を立てることができる。
○教科や学年等における指導計画の
作成において、中心的な役割を果た
し、他の教員に指導・助言をすること
ができる。

○豊かな教材観や経験等を生かし
て、全校的な視点から、より効果的・
効率的な指導計画を立てることがで
きる。
○指導計画の作成において、校内の
連携・協働体制を支え、他の教員に適
切な指導・助言をすることができる。

○板書や発声の仕方、机間指導、ＩＣ
Ｔの活用等の授業実践に関する基礎
的・基本的な知識・技能等を生かし
て、指導計画を踏まえた授業を展開
することができる。
○学習規律及び支持的風土の確立、
学習環境の整備の重要性を理解し、
その実現に努めることができる。

○発問の仕方やＩＣＴの活用、学習形
態の工夫等の授業実践に関する知
識・技能等を生かして、児童生徒等の
実態等に応じた授業を展開すること
ができる。
○学習規律及び支持的風土を確立
し、適切な学習環境を整備することが
できる。

○新たな教材や教具及びＩＣＴの活用
等の授業実践に関する知識・技能等
を充実させ、創意工夫を生かして、個
に応じた指導の充実を図ることができ
る。

○これまでの授業実践の成果や自ら
の強み、ＩＣＴの活用等を生かして、個
に応じた指導の充実を図り、効果的な
授業を展開することができる。

○豊かな知識・技能や経験、ＩＣＴの活
用等を生かして、児童生徒等一人一
人のよさや可能性を伸ばし、個性を生
かす模範的な授業を展開することが
できる。

○学習評価の意義を理解し、評価規
準や評価方法、目標に準拠した評価
等の学習評価に関する基礎的・基本
的な知識・技能等を身につけている。
○他の教員に積極的に指導・助言を
求めながら、連携・協働体制のもと
で、児童生徒等の実態等を踏まえた
適切な学習評価の実施に努めること
ができる。

○評価規準や評価方法、評価時期等
を児童生徒等の実態等に応じて設定
し、適切な学習評価を実施することが
できる。
○他の教員と連携・協働して、組織
的・計画的な学習評価を実施すること
ができる。

○学習評価に関する知識・技能等を
充実させ、創意工夫を生かして、学習
評価の妥当性や信頼性等の向上を図
る取組を実践・推進することができ
る。

○これまでの経験や知識・技能等を
生かして、学校全体の状況や地域の
実態等を踏まえた効果的な学習評価
の実施を推進することができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、より効果的・
効率的な学習評価の実施を推進する
ことができる。

○学習指導と学習評価の一体化の意
義を理解している。
○他の教員に積極的に指導・助言を
求めながら、連携・協働体制のもと
で、日々の授業研究・改善に取り組む
ことができる。

○学習指導と学習評価の一体化を図
り、日々の授業研究・改善に取り組む
ことができる。
○自らの授業を公開したり、他の教員
の授業を参観する等、他の教員と連
携・協働して、授業研究・改善に取り
組むことができる。

○研究授業の実施や研修会の参加等
の授業研究・改善の取組を充実させ
ることができる。
○経験の浅い教員に積極的に関わる
等、他の教員と連携・協働して、授業
研究・改善の体制構築を推進すること
ができる。

○これまでの成果や自らの強み等を
生かして、授業研究・改善のさらなる
充実に取り組むことができる。
○授業研究・改善の取組において、中
心的役割を果たし、示範授業等を行
うことができる。

○授業研究・改善のさらなる充実や新
たな課題への対応等に取り組み、理
想の授業を追求し続けることができ
る。
○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、他の教員の授業に対して適切な
指導・助言をする等、授業研究・改善
の風土の醸成に努めることができる。

指導計画（Ｐｌａｎ）

授業実践（Do）・学習評価（Check）

授業研究（Check）・改善（Action）

授
業
実
践
力
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学校に活力を与える！

採用ステージ
(１年目)

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ
（２～４年目）

教育活動を推進する！

充実ステージ
（５～９年目）

中心的な役割を果たす！

発展ステージ
（10～17年目）

全校的な視点から学校を支える！

指導ステージ
（18年目以降）

○児童生徒理解の意義を理解し、資
料・情報収集の方法や人格・心理の発
達特性等の基礎的・基本的な知識・技
能等を身に付けている。
○共感的・受容的態度で児童生徒等
と向き合い、適切なコミュニケーション
により信頼関係を築くことができる。
○必要な資料・情報を収集し、個々の
児童生徒等及び児童生徒集団の実態
把握に努めることができる。

○適切なコミュニケーションや丁寧な
観察、保護者との連携、調査等を活用
して、資料・情報を適切に収集し、他
の教職員と共有することができる。
○収集した資料・情報を知識や理論
等に照らして分析し、個々の児童生徒
等及び学級等の児童生徒集団の実態
を把握することができる。

○児童生徒理解に関する知識・技能
等を充実させ、創意工夫を生かして、
個々の児童生徒等だけでなく学年等
の児童生徒集団についても適切に実
態を把握することができる。

○自らの経験や強み等を生かして、
学校全体の状況や地域の実態等を踏
まえた児童生徒理解の組織的・計画
的な取組を効果的に推進することが
できる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、児童生徒理
解の取組をより効果的・効率的に推
進することができる。

○各教科や総合的な学習の時間、特
別活動等の各時間における生徒指
導、進路指導及びキャリア教育の意義
を理解している。
○ガイダンスの機能の充実を図る取
組や教育相談等を計画的に実施し、
児童生徒等の実態等を踏まえた学級
経営等を実践することができる。
○他の教職員に積極的に指導・助言
を求めながら、連携・協働体制のもと
で、問題行動の未然防止及び早期発
見、早期対応に努めることができる。

○各教科や総合的な学習の時間、特
別活動等の各時間の特色を生かした
生徒指導、進路指導及びキャリア教育
の取組を実践することができる。
○ガイダンスの機能の充実を図る取
組や教育相談等を適切に実施し、児
童生徒等の実態等に応じた生徒指導
を実践することができる。
○生徒指導上の課題等について、学
校内外の関係者と連携・協働し、組織
的な解決を図ることができる。

○生徒指導、進路指導及びキャリア教
育に関する知識・技能等を充実させ、
創意工夫を生かした取組を実践･推
進することができる。
○個々の児童生徒等だけでなく学年
等の児童生徒集団に対する指導にも
積極的に関わり、組織的・計画的な指
導を図ることができる。
○経験の浅い教職員に積極的に関わ
る等、生徒指導の連携・協働体制の構
築を推進することができる。

○自らの経験や強み等を生かして、
学校全体の状況や地域の実態等を踏
まえた生徒指導、進路指導及びキャリ
ア教育の組織的・計画的な取組を効
果的に推進することができる。
○学年や分掌等における生徒指導の
連携・協働体制において、中心的な役
割を果たし、他の教職員に指導・助言
をすることができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、生徒指導、
進路指導及びキャリア教育の取組を
より効果的・効率的に推進することが
できる。
○生徒指導の連携・協働体制を支え、
他の教職員に適切な指導・助言をす
ることができる。

児童生徒理解

個別指導・集団指導

生
徒
指
導
力
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学校に活力を与える！

採用ステージ
(１年目)

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ
（２～４年目）

教育活動を推進する！

充実ステージ
（５～９年目）

中心的な役割を果たす！

発展ステージ
（10～17年目）

全校的な視点から学校を支える！

指導ステージ
（18年目以降）

○学校保健安全法等を理解し、児童
生徒等や地域の実態等を踏まえ、他
の教職員や学校医等と連携・協働し
て、健康診断や学校環境衛生管理等
の取組を適正に行うことができる。
○保健主事等と連携・協働して、救急
体制を整備し、専門性を生かして、適
切な救急処置をすることができる。

○児童生徒等の健康課題や地域の実
態等を適切に把握し、他の教職員や
学校医等と連携・協働して、計画的・
組織的な取組を円滑に行うことがで
きる。
○保健主事等と連携・協働して、他の
教職員の救急処置等に関する資質能
力の向上に努めることができる。

○保健管理に関する知識・技能等を
充実させ、創意工夫を生かした取組
を実践・推進することができる。
○経験の浅い教職員に積極的に関わ
る等、連携・協働の充実を図り、保健
管理体制の構築を推進することがで
きる。

○これまでの経験や自らの強み等を
生かして、学校全体の状況や地域の
実態等を踏まえた効果的な保健管理
の取組を推進することができる。
○保健管理の連携・協働体制におい
て、中心的な役割を果たし、他の教職
員に指導・助言をすることができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、保健管理の
取組をより効果的・効率的に推進する
ことができる。
○保健管理における学校の連携・協
働体制を支え、他の教職員に適切な
指導・助言をすることができる。

○現代的な健康課題や学習指導要領
等を理解し、他の教職員等と連携・協
働して、各教科や総合的な学習の時
間、特別活動等の各時間における保
健教育の取組を実践することができ
る。

○沖縄県の施策や児童生徒等の実態
等に応じて、各教科や総合的な学習
の時間、特別活動等の各時間の特色
を生かした計画的・組織的な保健教
育の取組を実践することができる。

○新たな教材や教具及びＩＣＴの活用
等の保健教育に関する知識・技能等
を充実させ、創意工夫を生かした保
健教育の取組を実践・推進することが
できる。

○これまでの実践の成果や自らの強
み等を生かして、学校全体の状況や
地域の実態等を踏まえた効果的な保
健教育の取組を推進し、他の教職員
に指導・助言をすることができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、保健教育の
取組をより効果的・効率的に推進し、
他の教職員に適切な指導・助言をす
ることができる。

○健康相談の意義を理解し、児童生
徒等の心の健康問題と身体症状等に
関する基礎的・基本的な知識・技能等
を身に付けている。
○養護教諭の専門性と保健室の機能
を生かした健康相談を実践し、他の教
職員や保護者、関係機関等と連携し
て課題解決に取り組むことができる。

○児童生徒等の現代的な健康課題等
に適切に対応するために、常に新たな
知識・技能等を習得し、それらを生か
して、計画的・組織的な健康相談を実
践することができる。
○他の教職員や保護者、関係機関等
と効果的な連携を図りながら課題解
決に取り組むことができる。

○健康相談に関する知識・技能等を
充実させ、創意工夫を生かして、児童
生徒等の心身の悩み等に適切に対応
する健康相談を実践・推進することが
できる。
○経験の浅い教職員に積極的に関わ
る等、健康相談における連携・協働体
制の構築を推進することができる。

○これまでの経験や自らの強み等を
生かして、学校全体の状況や地域の
実態等を踏まえた健康相談の取組を
効果的に推進することができる。
○健康相談の連携・協働体制におい
て、中心的な役割を果たし、他の教職
員に指導・助言をすることができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、健康相談の
取組をより効果的・効率的に推進する
ことができる。
○健康相談における学校の連携・協
働体制を支え、他の教職員に適切な
指導・助言をすることができる。

○保健室の役割や機能等を理解し、
児童生徒等や学校の実態等を踏まえ
た保健室経営計画をもとに保健室経
営を実践することができる。
○法令や通知等に基づいて保健室の
設備や備品等を適正に管理し、適切
な環境整備に努めることができる。

○学校保健のセンター的役割が果た
されるよう、保健室経営計画や保健室
の機能等について、児童生徒等や教
職員等に周知を図り、計画的・組織的
な保健室経営を実践することができ
る。

○保健室経営に関する知識・技能等
を充実させ、創意工夫を生かして、学
校保健活動のセンター的機能の充実
を図る保健室経営を実践・推進するこ
とができる。

○これまでの実践の成果や自らの強
み等を生かして、学校保健活動のセン
ター的機能が効果的に発揮される保
健室経営を推進することができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、学校保健活
動のセンター的機能がより効果的・効
率的に発揮される保健室経営を推進
することができる。

○学校保健委員会や児童生徒保健
委員会等に積極的に関わり、専門性
を生かした適切な指導・助言をするこ
とができる。
○保健主事や学校医等と連携・協働
して、学校保健計画や学校安全計画
の策定等に参画することができる。

○他の教職員や保護者、関係機関等
の連携・協働体制において、コーディ
ネーターの役割を担い、保健組織活
動の活性化に努めることができる。

○保健組織活動に関する知識・技能
等を充実させ、創意工夫を生かして、
他の教職員や保護者、関係機関等の
連携・協働体制の構築を推進し、保健
組織活動の充実を図ることができる。

○これまでの経験や自らの強み等を
生かして、保健組織活動における中
心的な役割を果たし、学校全体の状
況や地域の実態等を踏まえた効果的
な保健組織活動の取組を推進するこ
とができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、全校的な視点から、保健組織活
動をより効果的・効率的に推進し、他
の教職員に適切な指導・助言をするこ
とができる。

学
校
保
健
実
践
力

（
養
護
教
諭

）

保健管理

保健教育

健康相談

保健室経営

保健組織活動
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学校に活力を与える！

採用ステージ
(１年目)

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ
（２～４年目）

教育活動を推進する！

充実ステージ
（５～９年目）

中心的な役割を果たす！

発展ステージ
（10～17年目）

全校的な視点から学校を支える！

指導ステージ
（18年目以降）

○学校における食育の意義や栄養教
諭の職務等を理解し、専門性を生か
して、児童生徒等の食生活や地域の
実態等を踏まえた取組を実践すること
ができる。
○学習指導要領や県の施策等を理解
し、他の教職員や保護者等と連携・協
働して、学校給食を生きた教材として
活用する取組を実践することができ
る。
○各学校における食に関する指導の
全体計画等の策定に積極的に参画
し、専門性を生かして、指導・助言を
することができる。

○児童生徒等の食生活や地域の実態
等を適切に把握し、他の教職員と連
携・協働して、給食の時間や特別活動
等の各時間の特色を生かした計画
的・組織的な取組を実践することがで
きる。
○他の教職員や保護者等に対し、食
育に関する動向や取組事例等の情報
を積極的に発信することができる。
○各学校や地域の連携・協働体制に
おいて、食に関する指導のコーディ
ネーターとしての役割を担い、取組の
活性化に努めることができる。

○新たな教材や教具及びＩＣＴの活用
等の指導実践に関する知識・技能等
を充実させ、創意工夫を生かして、学
校給食の教育的機能を引き出し、児
童生徒等の食に関する課題等に適切
に対応した取組を実践・推進すること
ができる。
○食育に関する教職員の資質能力の
向上を図る取組や保護者に対する啓
発活動等を積極的に展開し、各学校
や地域の連携・協働体制の構築を推
進することができる。

○これまでの経験や自らの強み等を
生かして、学校給食の教育的機能を
十分に引き出し、学校全体の状況や
地域の実態等を踏まえた食に関する
指導の効果的な取組を推進すること
ができる。
○各学校や地域の食に関する指導の
連携・協働体制において、中心的な役
割を果たし、他の教職員や保護者等
に指導・助言をすることができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、地域全体または全校的な視点か
ら、食に関する指導の取組をより効果
的・効率的に推進することができる。
○各学校や地域における食に関する
指導の連携・協働体制を支え、他の教
職員や保護者等に適切な指導・助言
をすることができる。

○学校給食実施基準や学校給食衛生
管理基準等に従い、専門性を生かし
て、適正な栄養管理や衛生管理等を
行い、安全で安心な給食を提供する
ことができる。
○学校給食法や学校給食の意義等を
理解し、児童生徒等や地域の実態等
を踏まえ、生きた教材として活用でき
る学校給食の献立を作成することが
できる。
○食中毒や異物混入の発生時等にお
ける緊急対応体制等を整備し、緊急
時には、他の教職員と連携・協働し
て、適切に対応することができる。

○児童生徒等の食生活や地域の実態
等を適切に把握し、計画的に地場産
物を活用したり、地域の郷土食を提供
する等、年間を通して生きた教材とし
て活用される献立を作成することがで
きる。
○献立の趣旨や地場産物の活用等に
ついて、給食だより等を利用して、児
童生徒等や教職員、保護者等に情報
提供する等、学校給食が生きた教材と
して活用される取組の活性化に努め
ることができる。

○給食管理に関する新たな知識や技
能等を充実させ、創意工夫を生かし
て、児童生徒等や地域の実態等により
適切に対応した給食管理の取組を実
践・推進することができる。
○生きた教材として活用できる学校給
食の献立を充実させると共に食に関
する指導で得られた情報を給食管理
に反映させる等、食に関する指導と給
食管理を一体のものとして展開するこ
とができる。

○これまでの実践の成果や自らの強
み等を生かして、学校全体の状況や
地域の実態等を踏まえ、より安全で安
心できる給食管理の効果的な取組を
推進することができる。
○各学校や地域等における給食管理
の連携・協働体制において、中心的役
割を果たし、専門性を生かして、他の
教職員や保護者等に指導・助言をす
ることができる。

○豊かな知識・技能や経験等を生か
して、地域全体または全校的な視点か
ら、安全で安心できる給食管理の取
組をより効果的・効率的に推進するこ
とができる。
○各学校や地域等における給食管理
の連携・協働体制を支え、専門性を生
かして、他の教職員や保護者等に適
切な指導・助言をすることができる。

食
育
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食に関する指導

給食管理
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学校に活力を与える！

採用ステージ
(１年目)

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ
（２～４年目）

教育活動を推進する！

充実ステージ
（５～９年目）

中心的な役割を果たす！

発展ステージ
（10～17年目）

全校的な視点から学校を支える！

指導ステージ
（18年目以降）

○沖縄県の教員としての自覚を持ち、
チームとしての学校の一員として、他
の教職員に積極的に指導・助言を求
めながら、連携・協働体制のもとで、
担当する校務に取り組むことができ
る。
○保護者と適切なコミュニケーション
を図り、信頼関係を築くことができる。

○チームとしての学校の一員として、
他の教職員と連携・協働しながら、担
当する校務を担うことができる。
○学校と地域や関係機関等との信頼
関係の構築に努めることができる。

○経験の浅い教職員に積極的に関わ
る等、同僚性の向上や連携・協働の充
実を図り、連携・協働体制の構築を推
進することができる。
○学校と保護者や地域、関係機関等
との連携・協働体制の構築を推進す
ることができる。

○学年や分掌等の連携・協働体制に
おいて、中心的な役割を果たし、他の
教職員に指導・助言をすることができ
る。
○学校と保護者や地域、関係機関等
との連携・協働体制において中心的
役割を果たすことができる。

○全校的な視点から、チームとしての
学校の連携・協働体制を支え、他の教
職員を適切に支援・育成することがで
きる。
○全校的な視点から、学校と保護者
や地域、関係機関等との連携・協働体
制を支えることができる。

○学級活動等における児童生徒等の
活動について常に安全を確保し、事
故等の未然防止に努めることができ
る。
○事故等が発生した場合の緊急対応
体制を把握し、発生時には他の教職
員と連携・協働体制のもとで、適切に
対応することができる。

○安全・危機管理体制における自ら
の役割を理解し、他の教職員と連携・
協働しながら、その役割を担うことが
できる。

○危険箇所の指摘や事故の未然防
止に向けた取組について提案する
等、安全・危機管理の充実を図ること
ができる。

○学年や分掌等の安全・危機管理体
制において、中心的役割を果たし、学
校の状況や地域の実態等を踏まえた
安全・危機管理の徹底を図ることがで
きる。

○全校的な視点から、学校の安全・危
機管理体制を支え、効果的な体制整
備や安全・危機管理の徹底を図る取
組等について、他の教職員に適切な
指導・助言をすることができる。

○他の教職員に積極的に指導・助言
を求めながら、連携・協働体制のもと
で、課題の発見及び解決に努めること
ができる。

○担当する校務について、常に改善
の視点を持ち、課題の発見及び解決
に取り組むことができる。

○課題を示したり、解決に向けた取組
を提案する等、校内の課題解決を推
進することができる。

○課題解決に向けた効果的な取組を
推進し、他の教職員に指導・助言をす
る等、中心的役割を果たすことができ
る。

○全校的な視点から、課題解決に向
けたより効果的・効率的な取組を支
え、他の教職員に適切な指導・助言を
することができる。

○計画的に作業に取り組み、正確な
処理及び期限を守る等の適切な管理
に努めることができる。

○正確な処理及び期限を守る等の適
切な管理を行うと共に、タイムマネジ
メントの視点からより効率的な事務処
理に努めることができる。

○他の教職員の事務処理等にも配慮
しながら、自らの事務処理を調整する
等、事務処理の連携・協働の充実を
図ることができる。

○校内の事務処理体制や処理内容
等について改善案を提案する等、事
務処理の適正化・効率化の取組にお
いて中心的役割を果たすことができ
る。

○全校的な視点から、より適正で効
率的な事務処理について、他の教職
員に適切な指導・助言をすることがで
きる。

○必要な情報を適切に収集し、その
妥当性や信頼性等を判断して、法令
等に従い適正に活用することができ
る。
○個人情報の漏えい等の防止を図
り、規定等に従った適正な情報管理
を行うことができる。

○幅広い情報収集に努め、収集・活
用している情報を他の教職員と積極
的に共有することができる。
○個人情報の取扱い等について、他
の教職員と情報共有を図り、情報管
理の徹底に努めることができる。

○教育活動等の充実に向け、有用な
情報を校内で積極的に発信すること
ができる。
○他の教職員と連携・協働して、情報
管理体制の強化を推進することがで
きる。

○学校活性化に向け、他の教職員と
連携・協働して、校外への情報発信を
推進することができる。
○学年や分掌等の情報管理体制にお
いて、中心的役割を果たし、適正な情
報管理について、他の教職員に指導・
助言をすることができる。

○全校的な視点から、学校の情報管
理体制を支え、効果的な体制整備や
情報管理の徹底を図る取組等につい
て、他の教職員に適切な指導・助言を
することができる。

学
校
運
営
力

連携・協働

安全・危機管理

課題解決

事務処理

情報活用・管理
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副校長・教頭 校 長
○学校運営全体の推進・調整役として、法令や国及び沖
縄県の施策等を踏まえ、児童生徒等や地域の実態等に
応じた適切な学校運営を支え、教職員一人一人の資質
能力の発揮及び保護者や地域等との適切な連携･協働に
より、学校経営目標の実現を推進することができる。

○学校の最高責任者として、法令や国及び沖縄県の施策
等を踏まえ、児童生徒等や地域の実態等に応じた適切な
学校経営目標を設定し、教職員一人一人の資質能力の
発揮及び保護者や地域等との適切な連携･協働により、
その目標を実現することができる。

○教育に関する確かな見識と強い信念を有し、的確な校
務の整理及び指示をすることができる。
○法令や国及び沖縄県の施策等に基づいた適正な判断
をすることができる。
○学校経営目標の実現に向け、教職員及び関係者と目
標を共有し、人権尊重の理念を踏まえ、児童生徒等や地
域の実態等に応じた適切な学校運営を推進することがで
きる。
○学校経営目標の実現に向け、学校全体で特別支援教
育に関する支援体制を構築し、その取組を推進すること
ができる。
○教職員のコンプライアンス意識の向上及び服務規律の
徹底を図る職場づくりの取組を推進することができる。
○管理職として、高い職業倫理を体現し、教育公務員とし
ての模範を他の教職員に示すことができる。

○教育に関する確かな見識と強い信念を有し、的確な判
断及び指示をすることができる。
○法令や国及び沖縄県の施策等に基づいた健全な学校
経営をすることができる。
○人権尊重の理念を踏まえ、児童生徒等や地域の実態
等に応じた適切な学校経営目標を設定し、その実現に向
け、教職員及び関係者と目標を共有することができる。
○学校経営方針に特別支援教育に関する目標を適切に
設定し、その実現に向け、校内体制整備及び必要な取組
ができる。
○教職員のコンプライアンス意識の向上及び服務規律の
徹底を図る職場づくりを実現することができる。
○管理職として、高い職業倫理を体現し、管理職としての
模範を副校長・教頭等に示すことができる。

○社会に開かれた教育課程の理念のもと、児童生徒等や
地域の実態等に応じた適切なカリキュラム・マネジメント
を推進することができる。
○適切な役割分担等により効果的・効率的な教育活動を
推進することができる。
○教職員間の同僚性を高め、チームとしての学校の連
携・協働体制を支え、効果的･効率的な教育活動及び課
題解決を推進することができる。
○充実した教育環境の整備に向け、適切な予算管理や学
校内外の教育資源の活用等を推進することができる。
○教職員一人一人の資質能力が発揮されるよう、効果
的・効率的な学校運営の実現に向け、業務改善の取組を
推進することができる。

○社会に開かれた教育課程の理念のもと、児童生徒等や
地域の実態等に応じた適切なカリキュラム・マネジメント
を実現することができる。
○適切な校務分掌の編成等により効果的・効率的な教育
活動を実現することができる。
○教職員間の同僚性を高め、チームとしての学校の連
携・協働体制を構築し、効果的･効率的な教育活動及び
課題解決を実現することができる。
○適切な予算管理や学校内外の教育資源の活用等によ
り、充実した教育環境を整備することができる。
○教職員一人一人の資質能力が発揮されるよう、業務改
善の取組を推進させ、効果的・効率的な学校運営を実現
することができる。

○教職員は学校で育つという考えのもと、その資質能力
の向上を図る取組を推進し、一人一人に適切な指導・助
言をすることができる。
○適切な役割分担や教職員評価システムの公正・公平な
実施等を通して、教職員一人一人の意欲や資質能力の
向上を図ることができる。

○教職員は学校で育つという考えのもと、その資質能力
の向上を図る連携・協働体制を構築し、一人一人が主体
的に取り組む風土を醸成することができる。
○適切な校務分掌の編成や教職員評価システムの公正・
公平な実施等を通して、教職員一人一人の意欲や資質
能力の向上を図ることができる。

○学校内外の情報収集及び学校外への情報発信を推進
し、保護者や地域の学校に対する期待や要望、教育活動
の成果と課題等を適切に把握することができる。
○学校評価や学校評議員制度等を活用して、地域に開
かれた信頼される学校づくりを推進することができる。
○教育活動の充実や課題解決等に向け、地域の優位性
や外部の人的・物的資源等の有効活用を推進することが
できる。

○保護者や地域の学校に対する期待や要望、教育活動
の成果と課題等を適切に把握し、学校経営目標の設定や
地域との適切な連携・協働に生かすことができる。
○学校評価や学校評議員制度等を活用して、地域に開
かれた信頼される学校づくりを実現することができる。
○教育活動の充実や課題解決等に向け、地域の優位性
や外部の人的・物的資源等を有効に活用するための連
携・協働体制を構築することができる。

○安全･安心な学校づくりの実現に向け、教職員及び児
童生徒等の安全・危機管理に対する意識の向上を図る取
組を推進することができる。
○安全･安心な学習環境の整備を図り、安全・危機管理
体制の充実や施設・設備の適正な管理等を推進すること
ができる。
○緊急事態の発生時に的確な対応が図られるよう、校内
の緊急対応体制及び地域や関係機関等との連携・協働
体制の構築を推進することができる。

○教職員及び児童生徒等の安全・危機管理に対する意
識の向上を図り、安全･安心な学校づくりを実現すること
ができる。
○安全・危機管理体制の充実や施設・設備の適正な管理
等により、安全･安心な学習環境を整備することができ
る。
○緊急事態の発生時に的確な対応が図られるよう、校内
の緊急対応体制及び地域や関係機関等との連携・協働
体制を構築することができる。

危
機
管
理
力

沖縄県公立学校教員等育成指標〈 校長及び副校長・教頭 〉
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